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１．準備 

①完成イメージを描いてみます。 

全体を縦書き６段組みにし、上部２段をタイトル、下部４段を記事に

してみます。 

イメージカラーは「青空に映える桜」をイメージして、ピンク・青

と、一部に黄緑を使ってみます。 

 

②記事に掲載する桜の種類を、決めます。 

作品例では、次の５つにしました。 

・ヤマザクラ 

・オオシマザクラ 

・シダレザクラ 

・フユザクラ 

・ヤエザクラ 

 

③写真素材を、準備します。 

タイトルに使う写真、②の各桜の写真を１枚ずつ、ネットから探してきてください。 

作品例では、「写真 AC」と、一部ウィキペディアの写真を拝借しました。 

 

 

 

 

 

 

④原稿を、書きます。 

リード文や、②の桜についての紹介文を、ワードやメモ帳で入力しておきます。入力が大

変という場合は、添付の「原稿.txt」を利用してください。 

 

  

さがしてみよう いろんな桜 

桜の種類を紹介する文書を、作ってみます。縦書きの段組み設定にして、文中に写真を

埋め込んでいきます。タイトル部分も、透過性を使ったグラデーションにするなど、見

栄えにこだわってみましょう。 
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２．文書作成（本文） 

①ページレイアウトを、設定します。 

「ページレイアウト」タブ→「余白」「文字列の方向」「印刷の向き」「段組み」で、６段

組みの縦書き文書・余白は「狭い」に設定してください。 

 

②ページ罫線を、設定しておきます。 

「デザイン」タブ→「ページ罫線」で、青い罫線でページ全体を囲みます。（「デザイン」

タブがないときは、「ページレイアウト」タブ内を探してください。） 

 

③使用するフォントの種類を、決めておきます。 

「ホーム」タブ→「スタイル」グループの、「標準」を右ク

リック→「変更」で、使用するフォントの種類やサイズを

決めておきましょう。見出し部分（各桜の名前）用に、「見

出し１」も同様に設定しておきます。 

作品例では、次のように設定しました。 

・標準＝教科書体 11pt 

・見出し１＝ゴシック体 12pt 濃いピンク色 

（スタイルで設定しておけば、後で自由に調整できます。） 

 

④３段目から、原稿を入力します。 

１段目・２段目は「ページレイアウト」タブ→「区

切り」→「段区切り」。３段目に、用意した原稿を

コピー→貼り付けます。 

 

⑤タイトル部分（各桜の名前）を選択し、「見出し

１」スタイルに設定します。 

 

⑥用意した各桜の写真を、記事の中に挿入します。

「書式」タブ→「文字列の折り返し」は「行内」

に。 

 

⑦写真の配置・大きさを調整して、本文がピッタリ

埋まるように調整します。それでもうまくいかない

ときは、「標準」や「見出し１」のフォントサイ

ズ、行間設定を調整してください。 
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３．文書作成（タイトル） 

①タイトル用の写真を、配置します。 

タイトル用の写真を挿入し、「文字列の折り返し」は「前面」に設定します。ページ罫線

内いっぱいに拡大→上部２段に収まるように、「書式」タブ→「トリミング」で上下を適

当にトリミングします。 

 

②タイトル写真を、「下に向かって消えていく

ように」します。 

タイトル写真にちょうど重なるように、四角形

を描きます。四角形の設定を、「枠線なし」「グ

ラデーション塗りつぶし（上から下へ、白（透

明度 100％）→白（透明度 0％））」とします。 

 

③ワードアートで、タイトル文字を入力します。 

作品例では、フォントの種類は教科書体、影付き、太字、フ

ォントの色はピンクと黄緑を混ぜてみました。 

 

④横書きテキストボックスを挿入し、リード文を入力しま

す。 

作品例では、フォントの種類は教科書体、影付き、太字、フ

ォントの色は青にしました。 

 

⑤タイトル文字やリード文の配置を、工夫しま

す。 

作品例では、写真とのバランスから、右側ベース

ラインに揃えるようにしました。タイトル文字・

リード文は均等割り付けにしてあります。 

 

 

 

 

 

［練習問題］ 

作品例で取り上げた以外の桜についても、紹介文書を作ってみましょう。 

 



 
 

■
ヤ
マ
ザ
ク
ラ 

大
半
は
、
葉
が
開
く
の
と

同
時
に
開
花
し
ま
す
が
、

開
花
が
早
い
も
の
や
遅
い

も
の
も
あ
り
ま
す
。
花
は

白
も
し
く
は
薄
紅
色
で
、

華
や
か
さ
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
味
わ
い
が
あ
り
ま
す
。

若
葉
は
、
赤
味
や
黄
味
を

お
び
た
も
の
な
ど
。
変
異

が
多
く
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

の
よ
う
に
「
一
斉
に
咲
い

て
、
一
斉
に
散
る
」
タ
イ

プ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
明
治
期
以

降
に
爆
発
的
に
植
樹
さ
れ

た
、
観
賞
用
の
桜
で
あ
り
、

そ
れ
以
前
の
「
日
本
を
象

徴
す
る
桜
」
で
す
。 

 

■
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ 

花
の
色
は
白
で
、
葉
や
花

が
大
き
く
、
花
に
独
特
の

芳
香
が
あ
り
ま
す
。
サ
ト

ザ
ク
ラ
に
分
類
さ
れ
る
多

く
の
園
芸
品
種
を
生
み
出

し
ま
し
た
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
の
お
父
さ
ん
桜
で
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
桜
餅
の

葉
は
、
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ

の
若
葉
を
塩
漬
け
に
し
た

も
の
で
す
。 

 

 

■
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ 

エ
ド
ヒ
ガ
ン
と
い
う
桜
の
、

そ
の
名
の
通
り
、
枝
が
垂

れ
る
タ
イ
プ
の
も
の
で
す
。

花
は
、
小
輪
で
淡
紅
色
。

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
よ
り
も
、

や
や
早
く
咲
き
ま
す
。
枝

の
成
長
が
早
く
、
ち
ゃ
ん

と
木
質
化
す
る
前
に
伸
び

て
し
ま
う
の
で
、
垂
れ
下

が
っ
た
形
に
な
り
ま
す
。

木
の
寿
命
は
と
て
も
長
く
、

大
木
に
成
長
し
、
幹
が
縦

に
裂
け
た
り
し
ま
す
。 

 

 

■
フ
ユ
ザ
ク
ラ 

葉
が
小
型
な
の
で
、
コ
バ

ザ
ク
ラ
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

こ
の
桜
の
特
徴
は
、
開
花

時
期
。
白
い
中
輪
の
花
が
、

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
咲
き

ま
す
。
秋
に
咲
く
の
は
、

全
体
の
３
分
の
１
ぐ
ら
い
。

残
り
は
、
ふ
つ
う
の
桜
と

同
じ
よ
う
に
、
春
に
咲
き

ま
す
。「
１
本
で
２
度
お
い

し
い
」
わ
け
で
す
ね
。 

 

■
ヤ
エ
ザ
ク
ラ 

八
重
咲
き
に
な
る
サ
ク
ラ

の
総
称
で
、
桜
の
種
名
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
花
び
ら

が
濃
い
ピ
ン
ク
色
の
カ
ン

ザ
ン
や
、
薄
紅
色
の
フ
ゲ

ン
ゾ
ウ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

大
半
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
に

比
べ
て
、
１
～
２
週
間
ほ

ど
遅
く
開
花
し
ま
す
。 

 

さがしてみよう 
い ろ ん な 桜 
「桜といったら、ソメイヨシノ」―――ちょっと待って！ 

ほかにも、私たちの身近に、いろんな桜があるんですよ。 

早咲き／遅咲きのもの、花びらの色や花の形もさまざま。 

いくつ、見つかるかな？ いろんな桜を、さがしてみよう。 


